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氏 名

藤源 賢二

（論文 内容 の要 旨）

リファクタ リング とは， ソフ トゥェアが抱 える設計上 の問題 を ソフ トウェア の

外部 的な振 る舞 い を変 更す る ことな く取 り除 くこ とをい う．高 品質 な ソフ トウェ

アを効 率 良 く開発 す るた めには，適 切 な時期 に適切 な箇所 に対 して リフ ァクタ リ

ングを実施す るこ とが重 要で あ る．本研究 では， リフ ァクタ リン グの実施 が ソフ

トウェア品質 に与 える影 響 を調査 す るための分析 手法 と，そ の支援 手法 の提案 と

評価 を行 った．

初 め に， リフ ァクタ リング と欠 陥混入 に着 目し， これ らの 関係 を調 査す るため

の分析 手法 を提 案 した．提 案手 法で は， ソフ トウェアの開発履歴 か らリフ ァクタ

リングの実施 時期，欠 陥の混入 時期 お よび修 正時期 を特 定す る．そ して ， これ ら

の時期 か ら各活 動 の頻度 を算 出 して分析者 に提示す る．提 案手法 をオー プ ン ソー

ス ソフ トウェア に適用 した結果 ，提 案手法 を用いて リフ ァクタ リング と欠 陥の 関

係 を定量的 に評価 す る こ とが可能 で ある ことを確認 した． しか しなが ら，提 案手

法 を よ り大規模 な開発履歴 に適用す るためには， リフ ァクタ リン グの実施 時期 を

よ り高速 に特 定す る手法 が必要 であ るこ とが分か った．

上記 問題 を解決 す るため に， 開発履 歴 か ら リファクタ リングの実施 履歴 を高速

に復元す るための手法 （リフ ァクタ リング検 出手法）の提案 と評価 を実施 した．

従来 の手法 は，任 意の2バ ー ジ ョン間か ら実施 された リフ ァクタ リン グを検 出す

る ことを 目的 と してい た．そ のため， 開発履歴 中の隣接 す る全 てのバー ジ ョン間

か ら リフ ァクタ リングを検 出す るための工夫が されてい なかった．

提 案手 法は リフ ァクタ リングの検 出 に必要 な構 文情報 の解析 を差分 的 に実施す る

こ とで計算時 間の短 縮 を実現す る． メ ソッ ド抽 出 リフ ァクタ リン グとメ ソッ ドの

引 き上 げ リファ クタ リングを対象 に提 案手法 を実装 し，従 来手法 と計算時 間お よ

び検 出精度 の比較 を行 った．そ の結果 ，提案 手法 は従来 手法 と比較 して ， よ り多

くの リフ ァクタ リングの履歴 を正確 かつ 高速 に復元す るこ とが でき るこ とを確 認

した．



氏 名 藤原 賢二

（論文審査結果の要旨）

ソフ トウェア開発 にお ける保 守重要性 は年 々増大 してお り、保 守性 の 向上 は

喫緊 の課題 となってい る。 リファクタ リングは， ソフ トウェアが抱 え る設計上

の問題 を ソフ トウェアの外部 的 な振 る舞 い を変更す るこ とな く取 り除 く技術 で

あ り、近年特 に注 目されてい る。

審査対 象論文 では， リフ ァクタ リングの実施 が ソフ トウェア品質 に与 える影響

を調査 す るための分析手法 お よび その支援機 構 の提案 が行 われ てい る。 また 、

提案手 法 に対す る評価 もオープ ン ソース開発 プ ロジ ェク トを対 象 に行 われてお

り、そ の有効性 が示 されてい る。

論文 中で は、まず 、 リフ ァクタ リン グ実施 後 に欠 陥混入 の現象 が確認 で きる

ので はない か とい う仮定 に基 づい て、それ を実 際に調 査す るた めの分析 手法 が

提 案 され てい る。 この手法 では， ソフ トウェアの開発 履歴 か らリフ ァクタ リン

グの実施 時期 と欠 陥の混入 時期 ・修正 時期 をそれ ぞれ独 立 に特 定 し、それ らの

各活動 の頻 度 を算 出 して分析者 に提示す るものであ るが 、実 際 にケー スス タデ

ィを行 い、 リフ ァクタ リング と欠 陥の関係 を定量 的に評 価す るこ とが可能 であ

るこ とも示 してお り十分 に有用で あるこ とも示 され てい る。

次 に当該 手法 を実施 した際に問題 となった、 リフ ァクタ リン グの実施 時期 の特

定作業 の効 率 と速度 を大幅 に向上す るた めの機 構 を提案 ・実装 し、評価 を行 っ｝

てい る。提 案技術 は従来技術 に くらべ て高速 な うえに、 開発履歴 中の隣接 す る

全 て のバ ー ジ ョン間か らの詳 細 な リフ ァクタ リン グ履歴 を検 出す るた めの工夫

が され てお り、今後 この分 野での分析 をよ り進 め る上で非 常に有用 な成 果 であ

る とい える。

以上 よ り、本論文 は、 ソフ トウェアの保 守プ ロセ ス改善 にお ける リファクタ

リングの効 果 を実証 的 アプ ローチ か ら分析 す る ことを可能 にす る もので あ り、

有 用性 につ い て も具体的 な検 証がお こなわれ てい る。 す なわ ち、本論 文は実社

会 にお け る工学 的な問題 の定式化 とそれ に対す る一 定の解決策 を実用 的 レベル

におい て提示 してお り、博 士号 を授与す るに値す る と判 断で きる。


